
川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター企画・連携推進課
角野 孝一

「パターン・ランゲージ」を活用した
ソーシャルワーク実践のコツ



今回は、川崎市が令和4年度に作成した『高齢者がいきいきと暮
らすためのソーシャルワーク実践のコツ ～ともに未来をつく
る～』の内容と具体的な活用方法をご紹介します。

地域や分野を問わずあらゆる対人援助業務の参考になると思い
ますので、ぜひご活用ください。
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1. 川崎市の紹介
2. 「パターン・ランゲージ」作成の経緯
3. 「パターン・ランゲージ」作成のプロセス
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今回の構成

Ⅰ 基礎編

1. 冊子・カードの入手方法
2. 主な使用例の紹介

Ⅱ 実践編



4

1. 川崎市の紹介

Ⅰ 基礎編
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川崎市の概況

・人口 1,540,516人（R5.1.1現在）

・高齢化率 20.3%（R1.10.1現在）

・面積 144.35km2

・病院 39病院

・地域包括支援センター 49か所

・居宅介護支援事業所 362か所



※第２位
※第２位
※最高位
※最低位
※最低位
※最高位
※最低位
※最低位
※第２０位

２０政令市と東京都区部から構成される２１大都市間比較

・人口密度 10,602人/km² ※東京都区部及び大阪市に次ぐ過密都市
・人口増加比率 0.91％
・出生率 0.88％
・自然増加比率 0.11％
・死亡率 0.76％
・平均年齢 42.8歳 （H27国勢調査）
・生産年齢人口割合 67.7％ （H27国勢調査）
・老年人口割合 19.5％ （H27国勢調査）
・刑法犯認知件数 4.3/1,000人
・交通事故発生件数 196.7/10万人

「大都市データランキング カワサキをカイセキ！」から

（元気な都市）

（若い都市）

（安全な都市）

（１）ボランティア団体が活発に活動 （２）高い技術力を持つ産業・研究機関など

【「プロボノ」企画
打合せの様子】

【リサーチコンプ
レックス】
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川崎市の特徴
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行政と介護支援専門員連絡会との協働

※川崎市介護支援専門員連絡会のホームページよりダウンロード可能
https://www.kawasaki-caremane.com/index.html

川崎市ではこれまで、「川崎市介護支援専門員連絡会」とともにケアマネジャーの実践力向上を図
るため、「ケアマネジメントツール」を3種類作成。
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川崎市介護支援専門員連絡会に委託し、ケアマネジャーが電話やメールで同じケアマネジャーに対
して気軽に相談できる窓口「ケアマネ知恵袋」を設置（令和4年度）。

行政と介護支援専門員連絡会との協働
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行政と介護支援専門員連絡会との協働

川崎市と川崎市介護支援専門員連絡会の共催により、厚生労働省の担当者を講師に招き、令和3年
度介護報酬改定と居宅介護支援等に係る制度改正に関する研修会を開催（令和3年8月31日、参加
者220人）。
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2. 「パターン・ランゲージ」作成の経緯

Ⅰ 基礎編
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川崎市における高齢者分野のソーシャルワーク従事者の現状

・・・・・

地域包括支援センター 49か所
（職員200人以上）

ケアマネジャー 約1,000人

川崎市内で高齢者分野のソーシャルワーク・ケアマネジメントに従事する人は1,200人以上
に上る。にもかかわらず、いわゆる「デキる人」のコツや経験則は共有されておらず、個々
人が日々迷い、模索しながら成長していくしかない状況。
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なぜあの人は凄いんだろう？
赤いマントとパンツに秘密が
あるのかな？？

パターン・ランゲージ作成の経緯

• ソーシャルワークの実践においては、熟達者が無意識に実践している「経験則」や「コツ」と
いったものが存在。

• しかし、マニュアルや教科書に落とし込むことが難しく、経験の浅い人に伝えるのは困難。

主に高齢者を対象としたソーシャルワーク実践の「経験則」や「コツ」を
「パターン・ランゲージ」という手法を用いてまとめ、『高齢者がいきい
きと暮らすためのソーシャルワーク ～ともに未来をつくる～』を作成し
た。
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『高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク
～ともに未来をつくる～』



14出典：株式会社クリエイティブシフトウェブサイト，https://creativeshift.co.jp/

［参考】



川崎市では、平成29年3月に『旅のことば』とコラボして作成した認知症ケアパスを発行。

川崎市公式ウェブサイト，https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000087024.html

［参考］『認知症アクションガイドブック』（川崎市）



［参考］『認知症アクションガイドブック』（川崎市）
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⚫ 高齢者等を対象としたソーシャルワークを行う上で大切なことが、「パ
ターン・ランゲージ」の手法を使って30個の「ことば」にまとめられて
いる。

⚫ ケアマネジャーや地域包括支援センター職員、行政職員など主に高齢者
に対するケアマネジメントや相談支援業務に従事する方々が、職場や研
修などさまざまな場で活用していただける内容になっている。

⚫ 本書で紹介する「ことば」が示す実践のあり方と考え方は、さまざまな
優れた事例からソーシャルワークの本質に迫ったものになっているため、
高齢者だけでなく障害者や子ども、生活困窮者などさまざまな分野の
ソーシャルワークにも通じる内容になっている。

『高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク』の特徴
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本人とともに暮らしをつくる

自分と仲間を大切にする つながり合う地域をつくる

「高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク」の構成
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本人とともに暮らしをつくる 自分と仲間を大切にする つながり合う地域をつくる

【人となりを知る】
1. はじめましてのメッセージ
2. 重ねてつかむタイミング
3. 「実は・・・」のサイン

【ともに未来を描く】
4. 生きてきた日々
5. 感じている世界
6. 気づきの発見

【チームで支える】
7. 納得をつくる
8. ぴったりの見極め
9. 多職種のハーモニー

【地域とつながる】
10. まちの探訪散策
11. 縁をつなぐ
12. 気づきのネットワーク

【心のメンテナンス】
13. 自分の時間
14. 思い切って話す
15. プラスへの変換

【学びを重ねる】
16. 「これがいい」の探求
17. 実践と学びのサイクル
18. 学び合う仲間

【支え合える仲間】
19. 相手の事情
20. 会話の中のヒント
21. 頼れる仲間

【伝わる工夫】
22. つながる工夫
23. 暮らしの中の医療
24. 言葉のすり合わせ

【切れ目のない支援】
25. チームのデザイン
26. やるための仕掛け
27. 気づきの後押し

【支え合う地域をつくっていく】
28. 受け止めつなぐ
29. 「のりしろ」の重ね合い
30. ともにつくる未来
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①パターン番号

②パターン名

③導入文

④イラスト

⑤状況

⑥問題

⑦解決

⑧結果

パターン・ランゲージ（冊子版）の構成
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①パターン番号

②パターン名

③導入文

④イラスト
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⑤状況

⑥問題
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⑦解決

⑧結果
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パターン・ランゲージ（カード版）の構成

①パターン番号

②パターン名

③導入文

④イラスト

⑤状況

⑥問題

⑦解決
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パターン・ランゲージとは

⚫ パターン・ランゲージは、もとも1970年代に建築家クリストファー・アレ
クザンダーが住民参加のまちづくりのために提唱した知識記述の方法である。

⚫ アレグザンダーは、町や建物に繰り返し現れる関係性を「パターン」と呼び、
それを「ランゲージ」（言語）として共有する方法を考案した。

⚫ その後、パターン・ランゲージは1990年代にソフトウェアの分野に取り入
れられるようになり、2000年以降は教育や福祉、子育て、プレゼンテー
ションなど人間の行為の秘訣を記述することに応用されるようになってきて
いる。
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パターン・ランゲージとは

「パターン・ランゲージ」は、良い実践の秘訣を共有するための方法である。成功している事例やその道の熟練
者に繰り返し見られる「パターン」を抽出し、抽象化を経て言語（ランゲージ）化している。

出典：株式会社クリエイティブシフトウェブサイト，https://creativeshift.co.jp/
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パターン・ランゲージとは

⚫ 「パターン」は、いわば型のようなものをもっており、決まったルールで書かれている。どのパターンも、あ
る「状況」(context)において生じる「問題」(problem)と、その「解決」(solution)方法がセットになっ
て記述され、それに「名前」（パターン名）がつけられている。

⚫ このように一定の記述形式で秘訣を記することによって、「名前」（パターン名）に多くの意味が含まれ、そ
れが共通で認識され、「言葉」として機能するようになっている。

出典：株式会社クリエイティブシフトウェブサイト，https://creativeshift.co.jp/
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パターン・ランゲージとは

⚫ 現在、多くの領域では、理念とマニュアル（行動指示）の間をつなぐ言葉が存在しない。
⚫ 理念だけでは、具体的にどのような行動をすればよいのかがわからない。一方、マニュアルには具体的な行動が
書かれているが、ある程度一般化せざるを得ず、ソーシャルワークのように個別性の高い領域においては限界が
ある。

⚫ パターン・ランゲージは、理念とマニュアルの「中空」を結ぶ「言葉たち」である。

理念

マニュアル

抽
象
的

具
体
的

パターン・ランゲージ パターン・ランゲージは
程よい抽象度で記述されている
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「クライアントのほとんどが面接の導入時、目の前
にいる人は一応相談担当になっているようだが、確
実に自分が直面している問題を相談できる人である
か否かをうかがっておられるのですが、それでも単
刀直入に質問されるかたはまだ少ないように思いま
す。（中略）援助者自身と援助者が置かれている状
況のポジショニングが重要であり、「援助者が自信
をもって＜何ができるか＞」を伝えられませんと、
相談者も納得しないと考えられます。」

奥川幸子『身体知と言語 対人援助技術を鍛える』，中央法
規，2007，P128-130．

パターン・ランゲージは、大切なことを程よい抽象度、程よい分量で
わかりやすく記述しており、「言葉」として用いることが可能

「ケースワーカーは援助したいという願望を必ずし
も言葉で伝える必要はない。その願望は情緒的な雰
囲気によってクライエントに伝わるものである。つ
まり、その願望をクライエントに伝えようとすると
き、どのような言葉で伝えるかが重要なのではなく、
温かさやクライエントに対する思いが伝わることが
大切なのである。」

F.P.バイステック著，尾崎新，福田俊子，原田和幸訳，
『ケースワークの原則［新訳改訂版］ 援助関係を形成する
技法』，誠信書房，2006，P43．
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「ケースワーカーは、クライエントの表情、
視線、手の動き、姿勢、あるいはためらいが
ちな話し方や言い回しなど、言葉によらない
表現を観察することによって、クライエント
の個別性を理解することもできる。クライエ
ントは、話したいことすべてを話せるわけで
はない。しかし、彼は態度を通して、知らず
知らずのうちに、苦痛をさほど感じることも
なく、彼自身を表現しているものである。」

F.P.バイステック著，尾崎新，福田俊子，原田和幸訳，
『ケースワークの原則［新訳改訂版］ 援助関係を形成する
技法』，誠信書房，2006，P43．
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「「いま、目の前にいる人は身体的に、情緒
的に、認知的に、社会関係のなかでどのよう
な状況にあるのか」を、過去・現在・未来の
座標軸のなかで４次元的にとらえ、その人の
＜いま＞を構造的に理解し、その人が置かれ
ている問題状況をとりまく環境との関係も含
めて、できるだけその人の内面世界に添って
位置づけしたうえで、クライエントの対処課
題・ニーズを抽出し、しかもそのことを援助
者とクライアントとのあいだで共通認識でき
ることが援助の第一歩になります。」

奥川幸子『身体知と言語 対人援助技術を鍛える』，中央法
規，2007，P43．

「本人の意思には、時間軸があり、「過去」
「現在」「未来」という３つの柱があります。
いつも本人は、現在だけでなく、過去を顧み、
未来を予想しながら意思決定していくわけで
す。」

西川満則，大城京子『ACP入門 人生会議の始め方ガイド』，
日経BP，2020，P37．
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「もともとACPには「選好」を聞くとありま
す。「選ぶ・好む」は英語でpreferenceと言
いますね。あたかもチェックボックスのよう
に延命治療をするの？ しないの？ 最期は
自宅なの？ 病院なの？ 代弁者は子どもな
の？ 自分のパートナーなの？ というよう
な、選ぶことだけでACPが完結すると解釈さ
れる方もいますが、そうではなくて、その背
後にある価値観（value）、言い換えれば人生
の中で譲れないこととか、今の生活で大切に
していることとか、気がかりが何だとか、そ
ういったことを共有するプロセスがACPとな
るわけです。」

西川満則，大城京子『ACP入門 人生会議の始め方ガイド』，
日経BP，2020，P30．
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「実務的には、広く浅い知識が必要となる。
当該地域の専門的な資源状況を十分にとらえ
ておいて、適切な時に適切な専門家の強力を
仰げるかが実力となる。その上で、専門的な
知識や技術は、その専門職に任せればいい。
こうしたポジションが、ケアマネジャーは
「オーケストラの指揮者」と称される部分で
ある。」

野中猛，上原久『ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質』，
中央法規，2013，P17．

「多職種連携の利点は、異なる専門職による
多様な問題認識や知識、考えが積み重ねられ
ることで、問題を多面的にとらえられること
にある。であれば、この連携は、同じような
問題のとらえかたをする人びとによって形成
される「同質型の連携」と同じであってよい
はずがない。」

井出英策，柏木一惠，加藤忠相，中島康晴『ソーシャルワー
カー 「身近」を革命する人たち』，筑摩書房，2019，P71-
72．
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「社会から排除されている人びとの「技能や
自信を高める」ためには、彼らの居場所や活
動の場、役割を社会に作り出すことが欠かせ
ない。そうした場所や役割を作り出すために
は、制度や仕組みはもちろんのこと、周囲の
人びとの関係構造やアイデンティティなども
含めた「社会環境」を、より人間の尊厳を保
障する方向へと変えていく努力が求められる
はずだ。」

「CAREをする私たちは、専門性をよりどこ
ろとして「誰かの面倒をみる」サービス・プ
ロバイダーなのではなく、周りの人たちがう
まくいくよう気にかけながら支えていく
「糸」をたくさん張り巡らせるような存在に
ならないといけないのだということかもしれ
ない。」

井出英策，柏木一惠，加藤忠相，中島康晴『ソーシャルワー
カー 「身近」を革命する人たち』，筑摩書房，2019，P55-
56，P156-157．



35

「クライアントに生じているさまざまな人生
や生活上の問題を援助者はその身に浴びます。
問題状況にあるクライアントの多くが、強弱
はあるにしてもストレス下にあります。その
ストレスを他者の問題とはいえ、お裾分けさ
れることはいくらでも起こります。そのスト
レスにさらされるのは＜職業的な身体＞であ
るとはいっても、本体には自分自身の人生と
生活が入っているのです。その本体である＜
わたくし的な身体＞ががっちり＜職業的な身
体＞を支えなければ、自らの健康を害なう落
し穴はいくらでもそこを開けて控えています。
私生活の安定と心身の健康への留意は必須で
す。また、ストレスへの対処方法や自分の耐
性の限界を知っておくことも大切です。」

奥川幸子『身体知と言語 対人援助技術を鍛える』，中央法
規，2007，P359-360．
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「ケアマネジメントにおける知識は実践技能
という側面を有しているので、知的理解だけ
ではわかったことにならない。（中略）ケア
マネジメントは実践技能であるため、それぞ
れの技術の体験学習が必要となる。特に重要
な技能は、状況に合わせて各技能を適切に組
み立てるためのメタ技能である。」

野中猛，上原久『ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質』，
中央法規，2013，P38-39．

「白衣や制服を脱いで、地域の人たちに溶け
こみ、そのなかで自分のとびっきりの専門性
をさりげなく使うような存在、あくまでも丈
夫な「杖」として伴走できるように、医療も、
介護も、薬も、リハビリも、栄養も、口腔ケ
アも、年金も･････。深いだけでなく、裾野の
広さ、幅広い知見を蓄えたような存在こそが、
ソーシャルワーカーなのではないか。」

井出英策，柏木一惠，加藤忠相，中島康晴『ソーシャルワー
カー 「身近」を革命する人たち』，筑摩書房，2019，
P186-187．
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「「見立て」の事例イメージを共有する
ことは、支援目標を設定する事前作業と
して非常に重要な手続きである。（中
略）議論によって深められた事例イメー
ジと、参加者個々のイメージは微妙にズ
レている可能性がある。そのズレを少な
くするために、このタイミングで改めて
事例情報を要約的に共有する必要があ
る。」

野中猛，上原久『ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質』，
中央法規，2013，P59-60．
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「利用者のニーズに基づき、多領域の専門職
の力を借りるケアマネジメント活動にチーム
ワークを欠くことができない。（中略）ケア
マネジャーは、チームリーダーであるよりも
ファシリテーターとか事務局の機能を果た
す。」

野中猛，上原久『ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質』，
中央法規，2013，P35．

「チーム安定期においては、チームメンバー
がそれぞれの役割を自覚し、責任を持って役
割を遂行するようになる。メンバー内にさま
ざまな葛藤や問題が生じたとしても、チーム
アプローチをあきらめるのではなく、チーム
としての対応方法をそれぞれのメンバーが考
え、率直な意見交換を行い、最終的な解決方
法を見出すことができるようになる。」

岡田進一，『ケアマネジメント原論 高齢者と家族に対する
相談支援の原理と実践方法』，ワールドプランニング，2011，
P144．
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「われわれは自分や自分の経験を検討するよ
うになるにつれて、スーパービジョンなどの
体験を、より豊かな学習を進める機会にする
ことができるようになる。（中略）われわれ
はスーパービジョンなどの経験を通して、自
分自身の生活体験や人間関係を振り返って検
討することで、情緒の要素を含む審判につい
ての確信を育てることができるのである。」

F.P.バイステック著，尾崎新，福田俊子，原田和幸訳，
『ケースワークの原則［新訳改訂版］ 援助関係を形成する
技法』，誠信書房，2006，P153-154．
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「ソーシャルワーカーは、地域というメゾレ
ベルにおける「人びと」の関係をつうじて課
題を発見し、解決していくなかで、さまざま
な関係者（家族や住民など）、組織（各種の
ボランティア団体や民間団体、自治組織な
ど）、制度（給付金や補助金、各種の行政施
設など）をつなぎあわせていくことができる。
（中略）同時に、民間や行政の人たちに組織
的、制度的な不備、問題点をわかってもらい、
より広い意味での社会変革に繋がっていくこ
ともあるだろう。」

井出英策，柏木一惠，加藤忠相，中島康晴『ソーシャルワー
カー 「身近」を革命する人たち』，筑摩書房，2019，
P211-212．
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Aさんに何を聞いてもはっきりし
た答えが返ってこなかったんだけ
ど、部屋に飾ってあった旅行の写
真について質問したときだけ、目
を輝かせて思い出を話してくれた
んだよね。その後はスムーズにや
りとりができて、結果的にAさん
の本当の気持ちを聞くことができ
てラッキーだったよ。

パターン・ランゲージのよい点

（１）経験の交換・蓄積
「言葉」として対話のなかで使うことで、「秘訣」を共有できる。

Aさんの「生きてき
た日々」を丁寧に聞
くことで、これから
の暮らしで大切にし
たいことを一緒に確
認することができた
んだよ。

つまり何が良かった
んだろう・・・？

なるほど！ じゃあ、自
分が担当しているBさん
にも今度「生きてきた
日々」を聞いてみよ
う・・・
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どちらも４本脚の上に
板が乗っていて・・・

机を動かしたい！
椅子をあと3つほしい！

（２）認識のメガネ
「言葉」がなければ見えない現象を認識できるようになる。

パターン・ランゲージのよい点

言葉（名前）がないと・・・

言葉（名前）があると・・・
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（３）経験の連続性
自分の経験を活かしつつ、他の人の成功の経験則を取り入れることで、その人らしさを肯定し

ながら成長することを促す。

自分のよさ・らしさ

自分のよさ・
らしさ

他人の
やり方

マニュアルだと・・・

時には自分のよさ・らしさを否定して他
人のやり方を真似しなければならない

パターン・ランゲージだと・・・

自分のよさ・らしさ

パターン・ランゲージ
（他者の成功の秘訣）

変化・成長

今の自分に成功の秘訣を取り入れていく
ことで、自分のよさ・らしさを保ちなが
ら、変化・成長していくことができる

パターン・ランゲージのよい点
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パターン・ランゲージのよい点

（４）よい実践の暖簾分け
属人的な「よい実践」のコツを多くの人と共有することで、より多くの人に「よい実践」の恩

恵を届けることができるようになる。

コツを伝えて暖簾分けし
ていくことで、より多く
の人に美味しいラーメン
を届けることができる！
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3. 「パターン・ランゲージ」作成のプロセス

Ⅰ 基礎編
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パターン・ランゲージ作成の体制

⚫ 令和4年度、「地域包括支援センター業務検討委員会」（※）にワーキングを設置し、パターン・ランゲージ
を作成していくこととした。
※地域包括支援センターが日々の業務において抱えている実務上の課題等の整理と解決に向けた取組について、地域包括支援センターと行

政で検討を行う会議。

⚫ ワーキングは、地域包括支援センター、川崎市介護支援専門員連絡会、区役所高齢・障害課、市健康福祉局地
域包括ケア推進室及び総合リハビリテーション推進センターで構成。また、長年パターン・ランゲージの作
成・研究に従事されている慶應義塾大学の井庭崇教授が代表を務められている（株）クリエイティブシフトも
アドバイザーとして参画。

⚫ パターン・ランゲージンの作成には膨大な時間を要するため、各作業工程の節目をワーキングに充て、その他
の作業は事務局（地域包括ケア推進室、総合リハビリテーション推進センター）が中心となって実施した。

日程 内容

第1回 令和4年8月31日（水） パターン・ランゲージの説明、今後の進め方

第2回 令和4年11月10日（木） クラスタリング（インタビューから抽出したパターンの種の整理）

第3回 令和4年11月30日（水）
体系化（クラスタリング作業を行った上で作成したまとまりごとの要約を元に、抽象化・統
合・切り捨てなどにより構造を捉え、全体像と各パターンの位置づけの体系を作る作業）

第4回 令和5年2月9日（木） パターン名付け、イラストラフ画描き

第5回 令和5年3月13日（月）
区役所・地域包括支援センター新任職員フォローアップ研修において、未完成のパターン・
ランゲージを使ったグループワークを試行実施

＜ワーキングの開催結果＞



47出典：株式会社クリエイティブシフトウェブサイト，https://creativeshift.co.jp/

パターン・ランゲージの作り方



＜マイニング・インタビュー＞
⚫ 介護支援専門員7名、地域包括支援センター職員8名、行政職員3名の計18名にインタビューを

実施。
⚫ 始めに、ケアマネジメントやソーシャルワークの実践において大切にしていることは何かを質問。
⚫ その回答を起点に、「Why（なぜそうしているのか）」「Action（具体的に何をしたのか）」

「Problem（それをしないとどうなるのか）」を深掘りしていった。

＜種の記述＞
⚫ インタビューで聞き出した内容から、コツと思われるものを拾い出した。
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マイニング

（参考）種の一覧



＜クラスタリング＞
⚫ 18人のインタビューから抽出したパターンの種（約1,000個）を、KJ法を用いて、その内容の本

質的な部分において似ているものを集めて分類し、パターンの元を作成した。
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抽出



＜体系化＞
⚫ クラスタリング作業を行った上で作成したまとまりごとの要約を元に、抽象化・統合・切り捨て

などにより構造を捉え、全体像と各パターンの位置づけを捉え、体系を作った。
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体系化



＜パターン・ライティング＞
⚫ 文章をパターン形式で作成するとともに、正しく伝わる文章として実践知を言語化していった。

＜シンボライジング＞
⚫ 各パターンの本質を表すイラストと、名前・紹介文（イントロダクション）を作成した。
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ライティング・シンボライジング
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完成！！



53

⚫現在の冊子・カードは「Ver.0.9」とし、未完成扱いになっている。
⚫令和5年度に実施している読書会等における感想・意見を反映するとともに、障害者分
野や医療分野でソーシャルワーク業務に従事されている方々に追加インタビューを行
い、既存の30パターンと併せて再体系化を行う。

今後の予定

令和5年度中に改訂作業を行い、令和6年3月にVer.1を発行予定。
タイトルから「高齢者」という文言は削除し、あらゆる分野のソーシャルワー
クに共通するパターン・ランゲージとしてリニューアル予定。
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1. 冊子・カードの入手方法

Ⅱ 実践編
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冊子版の入手方法

➢ 川崎市公式ウェブサイト内において「高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践の
コツ」で検索

（https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000149753.html）
➢ 冊子、経験チェックシート及び経験チャートのデータをダウンロードできます。
➢ 読書会や使い方講座等の情報も随時掲載しています。



56

カード版の入手方法

➢ カード版は、原則として川崎市内の地域包括支援センターやケアマネジャー等に配布しています。
➢ この講義をご覧いただき、 「カード版を使ってみたい」という川崎市外の自治体・事業所等が
いらっしゃいましたら、以下の方法でPDFデータを提供させていただきます。

＜川崎市外の自治体・事業所等へのカード版提供方法＞

① 川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター企画・連携推進課
（40rikikak@city.kawasaki.jp）あてに、以下のとおり電子メールをお送りください。

【件名】「高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践のコツ」カード希望
【本文】・組織・部署名

・担当者名
・電話番号
・E-mailアドレス
・カードの使用目的（例：地域包括支援センターの研修）

② メール受信後、おおむね1週間以内にカード版のPDFデータをお送りします。
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2. 主な使用例の紹介

Ⅱ 実践編
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① 4～6人で1つのグループを作る。

② 取り上げるパターンを3つ選び、代表者が読み上げる。

③ 「いいな」「好きだな」と思ったパターンを1人1つずつ選ぶ。

④ 順番に、選んだ理由や、そのパターンにまつわる感想・エピソード
を話す。

おすすめの実施形態 対面またはオンライン（対面とオンラインの組み合わせも可）

必要なもの パターン冊子

＜例１＞語り合い、経験を交換する（読書会形式）
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１．目的

⚫ 『高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践のコツ』作成の背景、パターン・ラン
ゲージとは

⚫ 感想・エピソードの共有（毎回3つのパターンを取り上げ、「いいな」「好きだな」と思ったパ
ターンを1人1つ選び、選んだ理由や、そのパターンにまつわる感想・エピソードを話す。）

⚫参加者にソーシャルワークや対人援助業務に関する「学び合う仲間」をつくっていただき、自ら
の実践を振り返っていただくとともに、お互いから学び合っていただく。

⚫参加者に『高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践のコツ ～ともに未来をつく
る～』の伝道師（インフルエンサー）となっていただき、川崎市内外に広めていっていただく。

⚫令和5年度中にVer.1への改訂作業を行うため、参加者のエピソードやVer.0.9の内容に対する意見
を収集し、改訂版に反映する。

３．主な内容

２．対象者

相談支援やソーシャルワークに関する業務に従事している方（高齢者分野以外の分野で従事されて
いる方も可）

（参考）川崎市で開催している読書会の概要
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4．アンケート結果

全くそ

う思う

88%

だいたい

そう思う

12%

Q この読書会は、ご自身の仕事に役立つと思いますか？

全くそう

思う

76%

だいたい

そう思う

24%

Q この読書会で学んだことを、ご自身の仕事で活用できると
思いますか？

対人援助の各場面での向き合い方や対応、心構え、言葉の投げかけなど、わかりやすい言葉で表現さ
れているので、相手をより深く理解するためのヒントになると思いました。

ひとつの訪問、ひとつの声かけに自分の認識と新人の認識にズレがあったのではないかと気づか
されました。そのズレの原因が共通認識のツールがなかったからだと分かりました。良い行動、
良いケアに名前を付けてもらえたのは目から鱗でした。

言語化の困難な仕事です。それを少しでも和らげて、この仕事はすてきだと思っていただけることが、
このテキストを通して可能だと思います。

先人の経験や知恵と工夫が多くの人たちの頭や心に届くことで、その人なりの広げ方として浸透し、
また新たな発見や知恵になっていくものだなと感じました。

※第1回～第4回のアンケート結果合計（n=34）
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読書会の様子
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＜基礎編＞
① 4～6人で1つのグループを作る。

② カードをテーブルに並べる。
※全部のカードを並べても良いし、あらかじめ選んだカードのみを並べても良い。

③ 各自、カードの内容を読む。

④ 1人1枚、「いいな」「好きだな」と思ったカードを選ぶ。
※選んだカードは手元に持っても良いし（早い者勝ち方式）、並んでいるカードに付箋を貼っ
ても良い（同じカードを複数の人が選ぶことができる方式）。

⑤ 順番に、選んだパターンを読み上げ、選んだ理由や、そのパターン
にまつわる感想・エピソードを話す。

＜例２＞語り合い、経験を交換する（カード使用形式）

おすすめの実施形態 対面

必要なもの パターンカード、付箋（なくても可）
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＜応用編＞
① 1人1枚、他の人から経験談や秘訣を聞いてみたいカードを選ぶ。

② 順番に、自分の選んだパターンを紹介し（読み上げる）、その経験
者がいるかどうかを聞く。経験者がいたら経験談や秘訣を話しても
らう。



64

具体的なイメージが湧くように、
ここで再現動画をご覧ください。
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【研修名】地域包括支援センター新任職員研修
【参加者】地域包括支援センター及び区役所高齢者支援係の新任職員

（参考）川崎市でのカード活用例①

仕事に関して今感じていること、つまづきかけていることを、『思い切って」話してみてください。
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（参考）川崎市でのカード活用例②

【研修名】入退院支援に関する研修
【参加者】病院の看護師・医療ソーシャルワーカー、ケアマネジャー、地域包括支援センター職員

各自、入退院支援において大切だと思うパターンを1枚ずつ選び、なぜ大切だと思ったか、そのパ
ターンにまつわるエピソードなどを順番にお話しください。
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① カードをテーブルに並べる。
※全部のカードを並べてもいいし、あらかじめ選んだカードを並べるやり方もある。

② 各自、カードの内容を読む。

③ ソーシャルワーカー（もしくはケアマネジャー、地域包括支援センター職
員、行政職員等）として、大切にしたいカードを1人1枚選ぶ。

④ ワークシートに、必要な情報を書き写す。
※カードは持って帰れないので・・・

⑤ 選んだカードのコツを実践するために、どんなふうに行動したいかを具体
的に書いてみる。

⑥ 順番に、ワークシートに書いた内容を発表する。

＜例３＞どんなソーシャルワーカーになるかを考える

おすすめの実施形態 対面

必要なもの パターンカード
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ワークシート（記入例）

■ソーシャルワーカーとして大切にしたい「ことば」
by「高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践のコツ」

名前：受け止めつなぐ

自分たちの担当する領域外の相談を受けました。

▼そのとき

どう対応していいかすぐにわからず、対応が後回しになってしまうことで、必要なタイミング
で適切な支援を受けられない人が出てきてしまうかもしれません。

▼そこで

どんな相談でもいったん受け止め、自分のところだけで解決できなければ速やかに適切
な機関につなぐことで、相談者への支援が途切れないようにします。
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■そういうソーシャルワーカーになるために、こんなふうにしてみたい。

• どんな相談の電話が入ってもいったん受け止め、すぐにつなぎ先がわから
なければ同僚に相談したり調べたりしてつなぐようにする。

• 市内の主な相談機関の役割を調べて、いざというときにつなげるようにして
おく。

• 多職種が参加する勉強会などに積極的に参加し、様々な機関・職種と
顔の見える関係を作っておく。



72

① 経験チェックシートを用いて、それぞれのパターンについて日々自分が実
践できていれば、「実践チェック」欄に「○」を書き込む。

＜例４＞自分の実践を振り返る

おすすめの実施形態 対面またはオンライン（対面とオンラインの組み合わせも可）

必要なもの パターン冊子、経験チェックシート、経験チャート
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② 各グループの3つのパターンのうち、○がついたものの数を「グループの合
計ポイント」欄に記入する。

＜例４＞自分の実践を振り返る



74

③ 全てのパターンの実践チェックが終わり、各グループの合計ポイントが算
出できたら、その結果を実践の経験チャートの該当箇所に描き込んでみる。
グループごとに軸があるので、その軸のメモリの0 から3 の中で合計ポイ
ント数に対応するところに印をつけて（点を描いて）いく。そして、全て
のグループについて印をつけ終わったら、それらの点をつなぎ、できた形
の内側の領域に色を塗る。
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④ 実践領域が外側まで広く伸びているところは、多く実践している領域にな
る。逆に、へこんでいて狭いところは、実践していない（あるいはできて
いない）領域ということになる。こうすると、「高齢者がいきいきと暮ら
すためのソーシャルワーク実践のコツ」の観点で見た、現在の実践の全体
像を把握することがでる。

⑤ その上で、へこんでいる領域を広げるにはどうしたらよいかを考える。そ
れぞれの軸には3 つのパターンが紐づいている。つまり、そのうちのいず
れかの一つを実践するようになれば、1 目盛り領域が広がる。そう考えな
がら、それぞれのパターンのページを読み直し、日頃意識して実践してみ
るようにする。
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個別ケア会議や事例検討会などの場で、支援を振り返ったり、これからの支援
を考えるときにパターンを使って話し合ってみる。
※パターンを使うと、経験年数や職位に関わらず意見が言いやすくなる。

＜例５＞実際の事例を考えるときに使ってみる

おすすめの実施形態 対面

必要なもの パターン冊子又はパターンカード
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具体的なイメージが湧くように、
ここで再現動画をご覧ください。
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今回ご紹介した使い方は、あくまで一例です。
使い方に決まりはないので、ぜひ色々な使い方を試してみてくだ
さい。

そして、新たな使い方を編み出したら、ぜひ私たちにも教えてい
ただけると嬉しいです(^^)
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『高齢者がいきいきと暮らすためのソーシャルワーク実践のコツ』を
ぜひ川崎市以外の地域でもご活用いただけると嬉しいです(^^)/

活用方法などお気軽に下記までお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞
川崎市健康福祉局総合リハビリテーション推進センター企画・連携推進課
〒210-0024 川崎市川崎区日進町5-1 川崎市複合福祉センターふくふく2階
TEL／044-223-6953
FAX／044-200-3974
E-mail／40rikikak@city.kawasaki.jp


